南砺市後援等名義の使用について
１．後援等名義の種類
南砺市が使用を承認する名義には、｢共催｣｢後援｣｢協賛｣の３種類があります。
（１）共催　　　事業の企画又は運営に参加し、当該事業の実施に当たって共同主催者として責任の一部を分担すること。
（２）後援　　　事業の企画又は運営には直接参加はしないが、事業趣旨に賛同し、当該事業の実施に当たって名義の使用をもって支援すること。
（３）協賛　　　事業の趣旨に対し、賛意を表すること。
２．事業の主催者
　後援等名義使用が承認されるのは、事業主催者の存在が明確で、事業の遂行能力が十分あると判断される団体のうち、次のいずれかに該当する団体です。
（1） 国、地方公共団体又はこれらに準ずる機関
（2） 学校教育、社会教育、社会体育等に関する研究団体、競技団体等
（3） 公益法人又はこれに準ずる団体
（4） 民間の企業、団体等
３．事業の目的及び内容
　後援等名義の使用が承認されるには、次の全てに該当する必要があります。
（1） 市民の福祉、社会教育（文化・スポーツを含む。）の普及及び向上に寄
　　与するもので、公益性のあるもの。
（2） 営利、企業宣伝等を目的としないもの。
（3） 政治的又は宗教的活動でないもの。
（4） 公序良俗に反しないもの、及び社会的な非難を受けるおそれがない
と認められるもの。
４．事業の規模等
　次の全てに該当する必要があります。
　（１）事業の規模及び対象が指定地域に限定されることなく、原則として、広域にわたるもの。
　（２）一般市民に参加の機会が与えられているもの。
　（３）開催又は開設場所に当たって公衆衛生、災害防止等の十分な措置が講ぜられているもの。
５．承認の取消し
　（１）虚偽により後援等名義の使用承認を受けたとき。
　（２）承認の条件に違反したとき。
　（３）その他後援等を行うことがふさわしくない事態が発生したとき。
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申請


【後援等名義使用申請書】に①～③の書類を添付し提出。


事業の企画書、開催要項又は事業の目的及び事業計画を示す資料


事業の予算書（参加費有料の場合のみ）


新規申請の場合は、申請団体の概要がわかる書類


（会則・予算書・活動内容がわかる書類など）














申請内容を審査のうえ、


決裁後、文書で通知
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実績報告


【後援等実績報告書】を提出


パンフレット等の印刷物


事業の収支決算書


（参加費有料の場合のみ）








事業内容の変更


　事業内容を変更する


　場合は届けが必要
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変更内容の審査
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